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令和元年度(2019)決算に係る健全化判断比率 

及び資金不足比率審査意見の提出について 

 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により審査に付された令和元年度（2019）健全化判断比率及び資金不足比率を

審査し、意見を合議により決定しましたので別紙のとおり提出します。 
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令和元年度(2019)健全化判断比率審査 
  

第１ 審査の対象 

１ 監査等の種類 

  健全化判断比率審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項） 

 

２ 審査の対象  

 令和元年度(2019)出雲市一般会計決算等に係る実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率及び将来負担比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

３ 審査の着眼点  

（１）健全化判断比率は関係法令に従い適正に算定されているか。 

（２）各比率の算定の基礎となる事項等を記載した書類は適正に作成されているか。 

 

４ 審査の主な実施手続  

   出雲市監査基準に準拠したうえで、審査の着眼点に基づき、市長から審査に付され

た比率の算定に必要な決算書及び参考資料の確認を行い、計数の正確性を審査した。 

 

５ 審査の実施場所及び日程 

（１）実施場所  監査委員事務局 

（２）日  程  令和２年７月１６日から令和２年７月２９日まで 

 

６ 審査を執行した監査委員名 

出雲市識見監査委員  周  藤    滋 

   出雲市識見監査委員  神 門 三千夫 

   出雲市議選監査委員  板 垣 成 二 

 

第２ 審査の結果 

審査に付された健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作

成され、健全化判断比率は正確に算定されていることを認めた。 

 

第３ 審査意見 

  令和元年度(2019)出雲市一般会計決算等に係る健全化判断比率は以下のとおりであ

り、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 2条第 5号に規定する早期健全化基準

を下回っていることを認めた。 
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                               （単位：％） 

健全化判断比率 令和元年度 早期健全化基準 

1 実質赤字比率 ― １１．３４ 

2 連結実質赤字比率 ― １６．３４ 

3 実質公債費比率 
(3か年平均) 

１４．３ ２５．０ 

4 将来負担比率 １５９．６ ３５０．０ 
※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額が生じていないため「－」の 
記号で表示している。 

  

１ 実質赤字比率について 

実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率

である。 

令和元年度の実質収支額は 10億 1,491万円の黒字決算となり、比率は算定されない

ことを確認した。 

 

２ 連結実質赤字比率について 

連結実質赤字比率は、公営企業会計を含めた全ての会計を対象とした実質赤字額 

（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率である。 

令和元年度の実質収支額及び資金収支額は 46億 5,099万円の黒字決算となり、比率

は算定されないことを確認した。 

 

３ 実質公債費比率について 

実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金と準元利償還金の標準財政規

模に対する比率である。 

令和元年度は 14.3％であることを確認した。前年度と比べ 1.2 ポイント改善した。

令和元年度の他の自治体の決算状況は今後公表されるため、現時点で比較はできな 

いが、平成 30年度の全国市町村平均は 6.1％、県内市町村平均は 13.3％であった。 

 

４ 将来負担比率について 

将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す

る比率である。 

令和元年度は 159.6％であることを確認した。前年度と比べ 6.5ポイント改善した。

平成 30年度の全国市町村平均は 28.9％、県内市町村平均は 110.6％であった。 

 

〇参考数値（健全化判断比率の推移） 
（単位：％） 

区 分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

実質公債費比率 18.2 17.2 16.6 15.5 14.3 

将来負担比率 176.9 167.2 165.4 166.1 159.6 

※いずれの年度も実質赤字比率、連結実質赤字比率は該当なし。 



- 6 - 

 

令和元年度(2019)資金不足比率審査 

  

第１ 審査の対象 

１ 監査等の種類 

資金不足比率審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22条第 1項） 

 

２ 審査の対象  

（１）令和元年度(2019)出雲市水道事業会計決算 

（２）令和元年度(2019)出雲市下水道事業会計決算 

（３）令和元年度(2019)出雲市病院事業会計決算 

（４）令和元年度(2019)出雲市浄化槽設置事業特別会計決算 

（５）令和元年度(2019)出雲市風力発電事業特別会計決算 

  上記に係る資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

３ 審査の着眼点  

（１）資金不足比率は関係法令に従い適正に算定されているか。 

（２）比率の算定の基礎となる事項等を記載した書類は、適正に作成されているか。 

 

４ 審査の主な実施手続  

   出雲市監査基準に準拠したうえで、審査の着眼点に基づき、市長から審査に付された比率

の算定に必要な決算書及び参考資料の確認を行い、計数の正確性を審査した。 

 

５ 審査の実施場所及び日程 

（１）実施場所  監査委員事務局 

（２）日  程  令和２年７月１６日から令和２年７月２９日まで 

 

６ 審査を執行した監査委員名 

出雲市識見監査委員  周  藤    滋 

   出雲市識見監査委員  神 門 三千夫 

   出雲市議選監査委員  板 垣 成 二 
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第２ 審査の結果 

審査に付された資金不足比率の算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作成

され、資金不足比率は正確に算定されていることを認めた。 

 

 

第３ 審査意見 

  令和元年度の水道事業会計決算等に係る資金不足比率並びに地方公共団体の財政の

健全化に関する法律第 23 条第 1 項に規定する経営健全化基準は、以下のとおりであっ

た。 

  いずれの会計も資金の不足額がないため、資金不足比率は算定されないことを認めた。 

                                  （単位：％） 

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準 

水道事業  ―  ２０．０ 

下水道事業 ―  ２０．０ 

病院事業 ―  ２０．０ 

浄化槽設置事業 ―  ２０．０ 

風力発電事業 ― ２０．０ 

※ 資金不足比率は、資金不足額が生じていないため「－」の記号で表示している。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


